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(i) 

(2)、(4)より、 ax≦≦0 のとき 0)()(  xfxg ≧  0)(  xg  

ax≦≦0 において、 )(xg は単調増加。(3)より 0)0( g であるから 0)(  ag  (証明終) 

 

(ii) 

(1)より 0)(,0)(  agaf であるから、
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)(xf は微分可能であるから、平均値の定理より 
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を満たす実数 c が存在する。 )()( cgcf  より 
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af と )()( cgag  の符号は一致する。 

0)()(  cgag のとき 0
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ag

af
af となるから、題意を満たす。 
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af となり、 0)( af であるから、題意を満たす。 

0)()(  cgag のとき )(xg は微分可能であるから、平均値の定理より 
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を満たす実数b が存在する。(2)より )()( bfbg ≧ であるから 
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0)( af であるから、
)(

)(

ag

af
abya  ≦ において 0)( yf となる実数 y が存在し、題意を満たす。 

以上により示された。(証明終) 


